
ロシア極東地方と北海道の先史文化交流について

山田悟郎（北海道開拓記念館）

１ ． は じ め に
後 期 更 新 世 末 以 降 か ら １ ９ 世 紀 ま で の 北 海 道 と 大 陸 極 東 と の 開 に は 、 陸 橋 を と お し た

旧 石 器 文 化 の 流 入 、 北 海 道 産 黒 耀 石 の 大 陸 へ の 移 動 を は じ め と し た 数 多 く の 関 わ り が
見 ら れ る 。 な か で も ３ ～ ４ 世 紀 頃 の 鈴 谷 式 土 器 文 化 の 南 下 や 、 続 く ５ ～ ６ 世 紀 か ら １ ０
世 紀 頃 の 閲 に 主 に オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 で 展 開 さ れ た オ ホ ー ツ ク 文 化 集 団 の 南 下 、 そ れ に
伴 っ た 大 陸 系 遺 物 の 流 入 、 そ の 後 に サ ハ リ ン アイ ヌ を 媒 介 と して １ ９ 世 紀 末 ま で 続 い た
「 山 丹 交 易 」 に よ る 「 蝦 夷 錦 」 と 呼 ば れ た 中 国 製 絹 織 物 、 青 玉 の 流 入 と い っ た 、 北 海

道 と 大 陸 極 東 と の 間 で 行 わ れ た 物 資 の 移 動 が 注 目 さ れ る 。
現 在 、 私 が 所 属 し て い る 北 海 道 開 拓 記 念 館 で は 平 成 ２ 年 度 か ら ５ 年 計 画 で 「 北 の 歴

史 ・ 文 化 交 流 研 究 事 業 」 と い う 海 外 交 流 事 業 を 行 っ て い る 。 こ の 事 業 の 目 的 は 、 サ ハ
リ ン 州 郷 土 博 物 館 、 ハ バ ロ フ ス ク 州 郷 土 博 物 館 、 ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 極 東 支 部 極 東
諸 民 族 歴 史 ・ 考 古 ・ 民 族 学 研 究 所 、 中 国 黒 竜 江 省 文 物 管 理 委 員 会 ・ 同 省 博 物 館 の ４ 機
関 と 共 同 で 、 「 オ ホ ー ツ ク 文 化 」 お よ び 「 山 丹 交 易 」 の 実 態 を 明 ら か に し よ う と す る
も の で あ る 。 こ こ で は 、 ロ シ ア 国 内 で の 調 査 結 果 を 基 に 、 現 状 の 報 告 を す る 。

２ ． ウ ル ッ プ 島 で の 発 掘 調 査
１９９１年６月６日から２５日までの２０日聞、サハリン州郷土博物館が主催した中部千島

列 島 の ウ ル ッ プ 島 ア リ ュ ー ト カ 湾 岸 遺 跡 で 行 わ れ た 発 掘 調 査 に 参 加 し た 。 発 掘 調 査 に
は ア ラ ス カ 州 コ デ ィ ア ッ ク 島 を 中 心 と し て 活 動 し て い る コ デ ィ ア ッ ク ・ エ リ ア ・ ネ イ
ティブ・アソシエーション（ＫＡＮＡ）やカナダ・
ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ ア 大 学 の 研 究 者 も 参 加
し 、 我 々 を 含 め ４ 力 国 か ら の 参 加 者 に よ る 共 同
発掘調査となった。
発掘調査が行われたのは１８世紀～１９世紀に千

島 列 島 開 発 の た め 入 植 し た ロ シ ア 人 の 遺 跡 で、
ア リュ ー トカ 湾 に 面 し た 標 高 １ ０ ｍ 前 後 の 段 丘 上
と 、 そ の 前 面 に 発 達 し た 砂 丘 上 に 位 置 し て い る
（第１図、第２図）。千島列島開発は１８世紀に
入 っ て か ら 、 ロ シ ア 人 に よ っ て 設 立 さ れ た 露 米
会 社 に よ っ て 行 わ れ 、 千 島 列 島 で の ラ ッ コ 等 の
海 獣 狩 猟 の た め ア ラ ス カ や ア リ ュ ー シ ャ ン 列 島
に 居 住 し て い た コ デ ィ ア ッ ク ・ エ ス キ モ ー 、 ア
リ ュ ー ト な ど が 雇 用 さ れ 、 ア リ ュ ー ト カ 湾 岸 に

- １ ３ ４ -

蓼 １ 図 位 置 図



は ロ シ ア 人 の 住 居 跡 や コ デ ィ ア ッ ク ・ エ
ス キ モ ー 等 の 竪 穴 住 居 跡 、 ウ ニ の 殼 や 海
獣 骨 を 主 と し た 貝 塚 が 残 さ れて い る 。
こ の 発 掘 に 参 加 す る ほ か に 、 我 々 に は

同 島 を 訪 れ た も う 一 つ の 目 的 が あ っ た 。
ウルップ島は１８７５年に締結された樺太・
千 島 交 換 条 約 に よ り 日 本 領 と な っ て い た
ものの、１９００年に締結されたオットセイ
保護条約に基づき、１９１５年から同島を含
む 中 部 千 島 は 海 獣 保 護 等 の た め 民 間 人 の
立 ち 入 り が 禁 止 さ れて い た 。 そ の た め 、
戦 前 に は 南 千 島 と 北 千 島 に は 日 本 の 考 古 ク
学者が訪れて発掘調査が行われ、先史時
代 の 大 ま か な 状 況 が 把 握 さ れて い た が 、
中 部 千 島 は 考 古 学 上 の 空 白 地 帯 と な っ て
いた。
我 々 と し て は 、 北 海 道 で 展 開 さ れ た 先

史 文 化 の ど の 時 期 の も の が 中 部 千 島 ま で
分 布 を 広 げ て い た か を 確 認 し た い と い う
も う 一 つ の 目 的 が あ っ た の で あ る 。
アリュートカ湾岸での発掘調査は１９８１

年 か ら サ ハ リ ン 州 郷 土 博 物 館 と ソ 連 邦 地
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第 ２ 図 発 掘 区 （ Ａ が 続 縄 文 式 土 器 出 土 地 点 ）

理学協会サハリン支部によって行われており、１ハ０．Ｓｈｕｂｉｎ（１９８５、１９８７、１９９０）やＶ．
０３ｈｕｂｉｎ・Ｖ．０．ｆ；ｈｕｂｉｎａ（１９８６）により、１８世紀から１９世紀にかけて数度にわたってロ
シア人による開拓が行われていたこと、それは第１植民期（１７６８～１７８５）、第２植民
期（１７９５～１８０５）、第３植民期（皿三～１８７７）に区分されることが明らかにされてい
る。
こ の 年 の 発 掘 調 査 は 砂 丘 上 で 行 わ れ 、 内 部 に 石 組 の 炉 を も っ た ４ 軒 の 竪 穴 住 居 跡 、

円 形 に 浅 く 掘 り 込 ま れ た 鍛 冶 遺 構 、 土 墳 墓 な ど が 確 認 さ れ た と と も に 、 １ ８ 世 紀 末 か ら
１ ９ 世 紀 の イギ リ ス 製 や ロ シ ア 製 の 陶 磁 器 、 ラ ン プ、 鉄 鍋 、 古 銭 、 鉛 弾 、 鉛 弾 の 鋳 型 、
フ リ ン ト 銃 用 の フ リ ン ト 、 窓 ガ ラ ス の 代 用 に 使 わ れ た 雲 母 片 、 皮 革 製 品 の 断 片 な ど が
出 土 し た 。 出 土 し た 陶 磁 器 の 製 作 年 代 か ら 、 発 掘 さ れ た 遺 構 ・ 遺 物 は 第 ３ 植 民 期 に 残
された可能性が強い。
我 々 の も う 一 つ の 目 的 で あ っ た 北 海 道 の 先 史 文 化 に 関 わ る 遺 跡 は 、 ロ シ ア 人 の 集 落

跡から北に約２００ｍ離れた地点の段丘上に位置していた。１９８１年からの発掘調査で掘り
上 げ ら れ た 発 掘 区 の 壁 面 に 、 下 部 の 粘 土 を 掘 り 込 ん だ ３ 軒 の 竪 穴 住 居 の 断 面 が 露 出 し
て お り 、 床 面 上 か ら 土 器 片 と 石 器 、 石 片 を 採 取 す る こ と が 出 来 た 。 表 土 か ら 床 面 ま で
は 約 １ ｍ の 深 さ が あ り 、 埋 積 土 申 に は 数 枚 の テ フ ラ が 挟 在 し て い た が 噴 出 源 と 噴 出 年
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代は不明である。ただ、最上部の緑灰色テフラは１９世紀に造られた住居跡などの遺構
直下に堆積していることから、それに近い時期の噴出と考えられる。
出土した土器片には、細かな斜行縄文が施されたものが多く、口縁部に細い縄目の

圧痕が縦・斜め方向に施されたもの、波状口縁の口唇部に縄線文を巡らし、細かな斜
行縄文を施文した口縁部に、口縁内部から貼瘤文の下にかけて縄線文を施したものな
どがある（第３図）。その特徴から北海道東部に分布した約２、０００年前頃の、続縄文時
代下田ノ沢１式。
戦 前 の 調 査 に

よ り 南 千 島 の エ
ト ロ フ 島 ま で 分
布 が 確 認 さ れ て
い た 続 縄 文 時 代
の 遺 跡 は 、 潮 流
が 速 い 海 峡 を 越
え て 対 岸 の ウ ル
ッ プ 島 ま で 分 布
し て い た こ と が
確 認 で き た の で
ある。

３ ． ア ム ー ル
川 下 流 域 で の 発
掘 調 査
ハ バ ロ フ ス ク

同２式土器の破片であると推定されている（右代ほか、１９９２）。
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第３図 ウル ップ 島 か ら 出 土 し た 続 縄 文 式 土 器

州 郷 土 博 物 館 が 主 催 し た アムール 川 下 流 域 で の 遺 跡 発 掘 調 査 に 参 加 す る た め 、 １ ９ ９ ２ 年
９ 月 中 旬 か ら １ ０ 月 初 旬 ま で ロ シ ア を 訪 れ た 。 我 々 は アムール 川 河 口 で、 ６ 世 紀 か ら １ ０
世 紀 に か け て 北 海 道 北 部 、 東 部 に 展 開 さ れ た オ ホ ー ツ ク 文 化 の 形 成 に か か わ る な ん ら
か の 手 が か り が 得 ら れ る の で は な い か と い う 期 待 を も っ て い た 。 し か し 、 交 通 手 段 や
宿 泊 設 備 が 整 備 さ れ て い な い こ と か ら 、 ハ バ ロ フ ス ク 市 か ら 遺 跡 ま で の 往 復 に 、 宿 泊
可 能 な 小 型 船 を 使 用 し た こ と に よ り １ ２ 日 を 要 し 、 遺 跡 に 滞 在 で き た の は ６ 日 間 程 度 で
あった。
発 掘 が 行 わ れて い た 遺 跡 は カ ル チ ョ ーム Ⅲ 遺 跡 で、 アムール 川 河 口 か ら 約 ２ ０ ０ ｋ ｍ 上 流

の 、 ウ デ リ ー 湖 岸 に 位 置 す る 。 新 石 器 時 代 お よ び 初 期 鉄 器 時 代 の 遺 構 、 遺 物 が 出 土 す
る 遺 跡 で 、 シ ペ リ ア カ ラ マ ツ が 主 と な っ た タ イ ガ で お お わ れ た 、 湖 に 面 し た 比 高 約 ２
～ ３ ｍ の 微 高 地 上 に 約 １ ０ ０ 基 ほ どの 竪 穴 群 が 分 布 して い る （ 第 ４ 、 ５ 図 ） 。

７ 月 中 旬 か ら 始 め ら れ た 発 掘 調 査 で 、 櫛 目 の ジ グ ザ ク 文 を 施 文 し た 土 器 を も つ 新 石
器 時 代 の ヴ ォ ズ ネ セ ノ ブ カ 文 化 の 竪 穴 住 居 １ 軒 、 そ れ に 重 複 し た 初 期 鉄 器 時 代 の ウ リ
ル 文 化 の 竪 穴 住 居 １ 軒 、 発 掘 区 の 北 側 か ら 新 石 器 時 代 の 竪 穴 住 居 の 一 部 が 確 認 さ れ て

-１３６



１３Ｓ’ ｜心`

か肩

第 ４ 図 位 置 図

｀い・

４⇔

φ゛

第 ５ 図 カ ル チ ョ ー ム Ⅲ 遺 跡 の 住 居 址 群

い た 。 ヴ ォ ズ ネ セ ノ フ カ 文 化 の 竪 穴 住 居 は 円 形 で 直
径が約１１ｍ、壁沿いに低いベンチ状の構造をもつ。
ウ リ ル 文 化 の 竪 穴 住 居 は 約 ８ × ８ ｍ の ほ ぽ 方 形 な も
の で 、 床 面 か ら は 中 央 の 炉 、 貯 蔵 穴 な ど も 確 認 さ れ

ている。また、ウリル文化の竪穴住居は、ヴォズネセノフカ文化の竪穴住居が廃棄さ
れた後の窪地を利用して構築されたものである。
発掘区土壌断面の各層と文化期の関係は、上から各時期の遺物が混じって出土する

表土のＩ層、ｎ層は鉄器時代の遺物包含層である茶褐色土層、Ⅲ層は初期鉄器時代の
遺物包含層である暗茶褐色土層、Ｖ層は新石器時代と初期鉄器時代遺物の混在層であ
る炭化物混じりの黒色土層、Ⅶ層が新石器時代の遺物包含層で、上下のＩＶ層とⅥ層は
増 水 時 に 堆 積 し た 黄 褐 四 瞰 で あ る 。
発掘がほぼ完了していたことから、我々の課題と関連するＶ層～Ｉ層までの各遺物

包含層から出土した遺物の調査にとりかかった。紙で梱包された多量の遺物の開梱を
繰り返す過程で、北海道との関係を示す５片の土器片を見つけだすことができた。Ｉ
層およびｎ層下部の出土物中にはサハリン南部から宗谷海峡に面した北海道北部を分
布圏とする、口縁部に撚紐圧痕文や刻線で菱形文様施文された鈴谷式土器片３片が、
ｎ層中の出土物には北海道北部に分布域をもつ続縄文時代前半の撚糸文が施文された
土器片２片が混じっていた。これらの土器片はウリル文化および鉄器時代の蘇鞘文化
系の遺物と共に掘り上げられたもので、北海道およびサハリン南部の土器文化との間
になんらかの関連があったことは明かである。北海道との関係を示す土器片は第６図
に示すとおりで、１～３が鈴谷式土器片で、４～５が続縄文時代前半の土器片である。
鈴谷式土器の遺跡はサハリン南部や北海道北部に分布するものの、土器は北海道中

央部の江別市、札幌市、余市町などの北海道中央部の続縄文時代後半の遺跡からも出
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土 し て お り 、 続 縄 文 文
化 の 集 団 と の 間 に な ん
ら か の 交 流 が あ っ た こ
と を 示 す も の と な っ て
い る 。 鈴 谷 式 土 器 の 時
代 は 約 ３ - ４ 世 紀 頃 と
推 定 さ れて い る （ 右 代 、
１９９１）。
い く ぶ ん 後 の ４ - ５

世 紀 頃 に は 北 海 道 を 分
布 圏 と し て い た 続 縄 文
時代後半の江別式Ｃ２、
Ｄ 式 土 器 が 東 北 地 方 南
部 ま で 分 布 域 を 拡 大 し
た 現 象 が み ら れ 、 秋 田
県能代市寒川ＩＩ遺跡で
は 検 出 さ れ た ６ 基 の 土

第６図カルチョームⅢ遺跡から出土した鈴谷式土器
と続縄文式土器

墳 墓 の 内 ５ 基 に は 江 別 式 Ｃ ２ 、 Ｄ 式 土 器 が 副 葬 さ れて い た （ 小 林 、 １ ９ ９ １ ） 。 ３ - ５ 世 紀
頃は吉野（１９８２）、Ｓａｌ（ａｌｌｔｌｃｈｉ（１９８２）により相対的に寒冷であったと指摘されている
時 代 に あ た り 、 東 北 地 方 で は 津 軽 平 野 に ま で 達 し て い た 稲 作 前 線 が 宮 城 県 付 近 ま で 南
下 し て い る 。 こ の よ う な 鈴 谷 式 土 器 の 南 下 や 江 別 式 土 器 の 東 北 地 方 へ の 南 下 は 気 候 の
寒 冷 化 に 伴 っ た も の と と ら え ら れて き た 。
し か し 、 こ の 頃 に は 逆 の 現 象 も 見 ら れ る 。 東 北 地 方 の 弥 生 時 代 終 末 期 の 天 王 山 式 土

器 な ど が 北 海 道 中 央 部 石 狩 低 地 帯 ま で 北 上 して お り （ 上 野 、 １ ９ ９ ２ ） 、 江 別 式 土 器 は こ
の 頃 サ ハ リ ン 南 部 に も 分 布 域 を 拡 大 し て い る 。 こ の 場 合 は 北 上 で あ り 、 アム ー ル 川 下
流 域 か ら 出 土 し た 鈴 谷 式 土 器 や 続 縄 文 時 代 前 半 の 土 器 片 も 同 じ よ う な 流 れ の 中 で 北 上
し た も の で あ ろ う 。 こ れ ま で 、 こ の 時 期 に は 大 陸 文 化 が サ ハ リ ン 、 北 海 道 へ と 南 下 し
た 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い た が 、 北 海 道 、 サ ハ リ ン を 分 布 域 と し た 土 器 文 化 が 北 上 し て
い た こ と が 考 え ら れ る こ と は な か っ た の で あ る 。
鈴 谷 式 土 器 系 の 集 団 と アム ー ル 川 下 流 を 分 布 域 と し た 鉄 器 時 代 の ポ リ ツ エ 文 化 ま た

は 彝 鞘 文 化 の 集 団 と の 接 触 が 、 そ の 後 に 出 現 す る オ ホ ー ツ ク 文 化 の 形 成 に 影 響 を 与 え
た こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 時 期 に み ら れ る 土 器 文 化 圏 の 南 北 へ の 拡 大 は 、 単 に 気 候 の
寒 冷 化 だ け で は 説 明 は で き ず、 オ ホ ー ツ ク 文 化 の 形 成 な ど を 含 め た 今 後 の 検 討 課 題 と
なっている。
な お 、 カ ル チ ョ ーム Ⅲ 遺 跡 の ウ リ ル 文 化 期 の 竪 穴 床 面 か ら 採 取 し た 炭 化 物 の １ ４ Ｃ 年

代は１、７１０±３０Ｂ．Ｐ・ｙ、（ＴＫ-９５６）、２、０４０±４０Ｂ．Ｐ・ｙ．（ＴＫ-９５７）、ヴォズネセノフカ文
化期の竪穴に伴う炉跡付近から採取した炭化物からは３、５２０±５０Ｂ．Ｐ．ｙ．（ＴＫ-９５８）とい
っ た 、 概 ね 各 文 化 期 の 推 定 年 代 範 囲 内 の 年 代 値 が 得 ら れ て い る 。
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５）女真文化期（１２-１３世紀）
シ ャ イ ギ ン ・ ガ ラ デ ィ ッ シ エ か ら は オ オ ム ギ 、 コ ム ギ 、 キ ビ 、 ア ワ 、 ソ バ 、 小
豆 、 エ ン ド ウ 、 ベ ニ バ ナ が 、 エ カ テ リ ノ フ カ 遺 跡 か ら は オ オ ム ギ 、 キ ビ 、 ア ワ 、
小 豆 、 エ ン ド ウ が 、 イ ズベ ス ト ・ コ バ ヤ 遺 跡 か ら は オ オ ム ギ 、 コ ム ギ 、 キ ビ 、
ア ワ 、 ソ バ 、 小 豆 、 エ ン ド ウ 、 ラ イ ム ギ が 、 ア ナ ニ エ フ カ ・ ガ ラ デ ィ ッ シ エ か
ら は オ オ ム ギ 、 コ ム ギ 、 キ ビ 、 ア ワ 、 ヒ エ 、 モ ロ コ シ 、 ソ バ 、 ラ イム ギ 、 小 豆 、
エ ン ド ウ、 エ ゴ マ が 出 土 。

上記の栽培種の内小豆にっいてはＹａｎｔｌ５；ｈｅｖｉｃｈ（１９９０）により大豆とされたものであ
る が 、 大 き さ 及 び 子 葉 の 初 出 葉 の 形 態 観 察 結 果 か ら 、 大 豆 で は な く 小 豆 で あ る こ と が
明 ら か に な っ た も の で あ る 。 ま た 、 ア ナ ニ エ フ カ ・ ガ ラ デ ィ ッ シ エ か ら の ヒ エ に っ い
て は 、 ア ワ ・ キ ビ と 分 類 さ れ て い た も の の 中 に 含 ま れ て い た も の で 、 こ れ ま で ヒ エ が
出 土 し た と し た 報 告 が な く 、 ア ワ ・ キ ビ と 誤 認 さ れ て い た も の で あ る 。
こ れ ら の 遺 跡 か ら 出 土 し た オ オ ム ギ の 計 測 平 均 値 を 、 こ れ ま で に 道 内 お よ び 本 州 東

北 地 方 出 土 の オ オ ム ギ の 計 測 平 均 値 を プ ロ ッ ト し た 図 に 記 し た の が 第 ７ 図 で 、 計 測 値
か ら は 北 海 道 北 ・ 東 部 の も の と ほ ぼ 同 じ グ ル ープ に ま と め る こ と が 可 能 で あ る 。
さ て 、 帯 金 具 、 鐸 な ど の 青 銅 製 品 、 ガ ラ ス 玉 、 軟 玉 製 円 盤 形 垂 飾 、 プ タ の 飼 育 な ど 、

そ れ ま で の 北 海 道 に は 見 ら れ な か っ た 大 陸 文 化 の 影 響 が 見 ら れ る の は オ ホ ー ツ ク 文 化
の 遺 跡 が 出 現 す る ６ 世 紀 頃 か ら で 、 オ ホ ー ツ ク 文 化 の 要 素 が 擦 文 文 化 に 吸 収 さ れ る １ ０
世 紀 初 頭 頃 に は 大 陸 文 化 の 影 響 は 薄 れ る 。 と こ ろ で 、 オ ホ ー ツ ク 文 化 の 遺 跡 か ら 出 土
し た 大 陸 系 の 遺 物 の な か で 、 沿 海 地 方 か ら 渡 来 し た も の と し て は 勣 海 系 と さ れ る 土 器
な ど が わ ず か に 見 ら れ る だ け で 、 青 銅 製 品 、 プ タ の 飼 育 な ど を 代 表 と す る 大 陸 系 文 化
要 素 の 多 く は 、 ４ 世 紀 か ら ９ 世 紀 頃 ま で アム ー ル 川 中 流 域 に 展 開 さ れ た 霖 鞘 ・ 同 仁 文
化のなかに見られる（菊池、１９７６、１９７８、１９９０）。また、加藤（１９８５）によると蘇鵜
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遺 跡 名 粒数 長さ 幅 厚さ

１．サクシュコトニ川遺跡（吉崎・椿坂．１９９０）

２．札前遺跡（山田・椿坂，１９８９ｂ）

３．Ｋ４４１北籐毒鴉掘（吉崎，１９８９）

４．香川三線遺跡（Ｇ．Ｃａｗｆｏｒｄ，１９８７）

５．香川６遺跡（吉崎，１９８８ａ）

６．十勝太若月遺跡（債藤．１９７４）
７．江刺家遺跡（吃藤．１９８４）

８．五庵Ｉ遺跡（松谷，１９８６）
９．五庵Ｕ遺跡（佐藤，１９８６ａ）

１０．古舘ｎ遺跡（佐藤，１９８６ｂ）

１１．季平下安原遺跡（浪岡，１９８７）

１２．川越市第一中学校敷地内遺跡（直良，１９５６）

１３．下北原遺跡（直良，１９５６）

１４．ニツ岩遺跡（山田・椿坂．１９８９ａ）
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４ ． ロ シ ア 沿 海 地 方 出 土 の 穀 物 と 北 海 道 北 ・ 東 部 出 土 の 穀 物 に つ い て
明 治 時 代 ま で 水 稲 稲 作 栽 培 が 行 わ れ た こ と が な く 、 農 耕 生 産 物 と は 無 縁 で あ っ た と

さ れ て き た 北 海 道 で も 、 最 近 の 発 掘 調 査 の 進 展 に よ り ８ 世 紀 か ら １ ２ 世 紀 頃 ま で の 擦 文
時代に雑穀農耕が行われていたことが明らかにされている（吉崎、１９９２、山田、１９９３）
。 ま た 、 ９ 世 紀 末 頃 の 網 走 市 ニ ツ 岩 遺 跡 か ら オ オ ム ギ 、 キ ビ 、 ア ワ な ど が 出 土 し 、 大
陸 文 化 と の 関 連 が 強 く 海 獣 狩 猟 ・ 漁 労 を 生 業 と し て い た と さ れ て い た 、 オ ホ ー ツ ク 文
化期の集団も雑穀とは無関係ではなかった証拠も得られている（山田ほか、１９９１）。
ま た 、 最 近 発 掘 調 査 さ れ た ほ ぼ ８ 世 紀 頃 と 推 定 さ れ る オ ホ ー ツ ク 文 化 の 宗 谷 管 内 枝 幸
町 目 梨 泊 遺 跡 の 土 壌 墓 か ら は 、 多 く の 大 陸 系 。 本 州 系 の 金 属 器 が 出 土 し た と と も に 、
住 居 跡 か ら は オ オ ム ギ や キ ビ 、 ア ワ が 出 土 し て い る （ 未 報 告 ） 。
道 内 の 遺 跡 か ら 出 土 し た 多 く の 栽 培 植 物 の 中 で も オ オ ム ギ に つ い て は 、 北 海 道 北 ・

東 部 か ら 出 土 し た も の と 、 中 央 部 お よ び 西 南 部 か ら の も の と で は 形 態 的 特 徴 が 異 な る
こともあきらかとなっている（山田ほか、１９９１）。中央部および西南部のオオムギは、
佐藤（１９８６ａ～ｃ）、松谷（１９８６）、浪岡（１９８７）などによって報告されているよう
な 、 東 北 地 方 に お け る ほ ぽ 同 時 期 の 遺 跡 か ら の も の と 類 似 し た 計 測 値 ・ 形 態 を 示 す が 、
東・北部からのオオムギについては日本国内では殆ど類例が見られず、Ｙａｎｕｓｈｅｖｉｃｈ
（ １ ９ ９ ０ ） で 報 告 さ れて い る ロ シ ア 沿 海 地 方 か ら 出 土 して い る も の に 計 測 値 ・ 形 態 に 類
似 す る 。 し た が っ て 、 北 海 道 北 ・ 東 部 か ら 出 土 し た オ オ ム ギ に つ い て は 大 陸 と の 関 係
を 含 めて 検 討 す る 必 要 が 生 じ た 。
幸 い に １ ９ ９ ３ 年 ８ 月 か ら ９ 月 ま で の ２ ヵ 月 間 、 ロ シ ア 沿 海 地 方 か ら 出 土 し た 穀 物 が 保

管 さ れ て い る ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 極 東 支 部 極 東 諸 民 族 歴 史 ・ 考 古 ・ 民 族 学 研 究 所 に
滞 在 し 、 初 期 鉄 器 時 代 か ら 女 真 文 化 期 ま で の １ ２ 遺 跡 か ら 出 土 し た 栽 培 植 物 遺 体 全 て を
調査することができた。
沿 海 地 方 の 初 期 鉄 器 時 代 か ら 女 真 文 化 ま で の 各 文 化 期 は 現 在 の と こ ろ 下 記 の よ う に

編 年 さ れ 、 各 文 化 期 の 遺 跡 か ら は 次 に あ げ る 栽 培 植 物 が 出 土 し て い る こ と を 確 認 し た 。
１ ） ヤ ン コ フ ス キ ー 文 化 期 （ 紀 元 前 ６ - ５ 世 紀 頃 ）

マ ラ ヤ ・ パ ド シ ェ ス カ 遺 跡 の ヤ ン コ フ ス キ ー 文 化 期 の 遺 物 包 含 層 か ら オ オ ム ギ 、
コ ム ギ が 出 土 。 こ れ に つ い て 、 オ リ ギ ン 文 化 期 の も の で あ る と の 指 摘 が あ っ た 。

２ ） ク ロ ノ フ カ 文 化 期 （ 紀 元 前 ４ - 紀 元 ３ 世 紀 頃 ）
ク ロ ノ フ カ 遺 跡 の 住 居 内 か ら オ オ ム ギ 、 コ ム ギ 、 キ ビ が 、 コ ル サ コ フ 遺 跡 か ら
オ オ ム ギ 、 キ ビ が 、 セ ミ ・ ピ ヤ ト ナ Ｉ 遺 跡 か ら オ オ ム ギ と キ ビ 、 セ ミ ・ ピ ヤ ト
ナ Ⅲ 遺 跡 か ら オ オ ム ギ 、 キ ビ 、 ェ ゴ マ、 小 豆 、 ェ ン ド ウ が 出 土 。

３ ） オ リ ギ ン 文 化 期 （ 紀 元 ５ 世 紀 - ６ 世 紀 頃 ）
シ ニ ア ・ ス カ リ 遺 跡 か ら オ オ ム ギ 、 キ ビ が 、 マ ラ ヤ ・ パ ド シ ェ ス カ 遺 跡 の 当 文
化 期 の 遺 物 包 含 層 か ら オ オム ギ が 出 土 。

４）勘海文化期（８ -１０世紀）
ニ コ ラ ェ ブ ス コ ェ Ｉ Ｉ 遺 跡 か ら 小 豆 が 、 コ ン ス タ ン チノ フ カ 遺 跡 か ら コ ム ギ 、 オ
オ ム ギ 、 キ ビ 、 ア ワ 、 モ ロ コ シ 、 ェ ゴ マ 、 ア サ、 小 豆 、 菜 豆 が 出 土 。
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文 化 の 前 身 に あ た る 沿 海 地 方 の ク ロ ノ フ カ 、 オ リ ギ ン 文 化 に 並 行 す る アム ー ル 川 中 流
～ 下 流 域 の ポ リ ツ エ 文 化 は キ ビ 、 オ オ ム ギ 、 マ メ 類 な ど の 雑 穀 を 栽 培 し ブ タ の 飼 育 を

行 っ て い た と し て い る 。 後 に 続 く 鞠 鞠 文 化 の 時 代 に も 雑 穀 栽 培 、 ブ タ の 飼 育 は 受 け 継
が れて い た も の と 考 え ら れ 、 松 山 （ １ ９ ８ ６ ） に よ る と 、 中 国 の 『 随 書 』 列 傅 ４ ６ 東 夷 蘇
鞠 の 条 の 記 載 に 、 ア ワ 、 ム ギ 、 キ ビ が 認 め ら れ る と い う 。 アム ー ル 川 中 流 域 の ポ リ ツ
エ ・ 鞠 鞠 文 化 の 遺 跡 か ら 出 土 し た オ オ ム ギ を 実 見 し た こ と は な い が 、 沿 海 地 方 の オ リ
ギ ン ・ 潮 海 文 化 の 遺 跡 か ら 出 土 し た も の と 類 似 し た 形 態 の も の と 推 定 さ れ る 。
ま だ 確 証 に は 欠 け る が こ れ ま で 得 ら れ た 資 料 か ら は 、 北 海 道 北 ・ 東 部 か ら の 大 陸 系

と 推 定 さ れ る オ オ ム ギ は 金 属 器 、 ガ ラ ス 製 品 、 プ タ の 飼 育 な ど と 共 に オ ホ ー ツ 文 化 の
集 団 を 媒 介 と し て 北 海 道 に 渡 来 し た 可 能 性 が 最 も 強 い 。 持 ち 込 ま れ た 栽 培 種 は オ オ ム
ギ だ け で は な く 、 そ の 中 に 北 海 道 の み か ら 出 土 す る モ ロ コ シ が 含 ま れ 、 ア ワ 、 キ ビ 、
ア サ な ど も 伴 っ て い た 可 能 性 が あ る が 実 態 は 不 明 で あ る 。 大 陸 系 の オ オ ム ギ は ８ 世 紀
の 目 梨 泊 遺 跡 出 土 の も が 今 の と こ ろ 最 も 古 く 、 オ ホ ー ツ ク 文 化 の 終 末 に 近 い ９ 世 紀 末 ・
の 網 走 市 ニ ツ 岩 遺 跡 の 時 期 ま で 同 種 の オ オ ム ギ 利 用 さ れ て い た の は 確 か で あ る 。 こ の
タ イ プ の オ オ ム ギ は モ ロ コ シ な ど と 共 に 、 ９ 世 紀 頃 か ら 道 内 各 地 に 分 布 圏 を 拡 大 し 雑
穀 栽 培 を 行 っ た 擦 文 文 化 の 集 団 の 作 物 コ ン プ レ ッ ク ス の 中 に 取 り 込 ま れ 、 北 海 道 北 ・
東部の１０世紀から１２世紀の遺跡で栽培された可能性が強いのである。

５．おわりに
最近４年間にわたってロシア（旧ソ連）連邦極東地方との間で実施してきた文化交

流事業の概要について述べたが、各地の博物館、研究所をとりまく状況は年を追うご
とに悪化している。そのような中で我々の申し出に合意し、共同調査が実現できた背
景には各地での研究者による並々ならない努力が隠れているものと思われる。
だが、考古学研究の現状をみると、編年にあたっての時代観などにまだ大きなくい

ちがいが見られ、現在使用されている文化編年をそのまま使用するにはまだ抵抗が多
い。また、遺跡発掘調査にあたって自然科学的研究をどう取り入れていくかといった
面で、日本との間に大きなギャップがあり、今後、共同研究を進める過程では自然科
学的な側面からの協力が必要となるであろう。
自然科学の成果を応用した各種の分析結果、遺跡から出土した雑穀や堅果・種実な

どを試料とした年代測定値などの資料を蓄積し、相対編年結果とも加味しながら揺る
ぎない文化編年を構築することが今必要とされている。北海道における雑穀農耕、そ
して大陸との関係についての調査を進めている者として、持ち帰ることが可能な微量
な試料からの年代測定が可能なタンデトロン加速器質量分析計による１４Ｃ年代測定に
期待するものである。

引 用 ・ 参 考 文 献

加藤晋平（１９８５）：シベリアの先史文化と日本、３３３Ｐ．、六興出版

- １ ４ １ -



菊池俊彦（１９７６）：オホーツク文化にみられる鞍鵜・女真系遺物、北方文化研究、第
１０号、ｐ．３１-１１８、北海道大学文学部附属北方文化研究施設

（１９７８）：オホーツク文化の起源と周辺文化との関連、北方文化研究、第１２
号、Ｐ．３９-７４、北海道大学文学部附属北方文化研究施設

（１９９０）：オホーツク文化と同仁文化、古代文化、第４２巻第１０号、Ｐ．３６-４７
財 団 法 人 古 代 学 協 会

（１９８６ａ）：五庵Ｉ・Ｈ遺跡の穀類、五庵Ｉ遺跡発掘調査報告書、ｌｈ４２５-４３５
岩 手 県 文 化 振 興 事 業 団 埋 蔵 文 化 財 調 査 報 告 書 第 ９ ７ 集

（１９８６ｂ）：出土炭化穀類、古館ｎ遺跡発掘調査報告書、Ｐ．３０１-３３６、
岩 手 県 文 化 振 興 事 業 団 埋 蔵 文 化 財 調 査 報 告 書 第 １ ０ ３ 集

（１９８７）：千島列島のアリュート人の文化に関する新資料、サハリン州郷
土博物館民族学研究、第５冊、ｒ）．２６-３５

（１９９０）：千島列島における１８-１９世紀のロシア人集落、北海道考古学、
２６輯、

- １ ４ ２ -

小林克（１９９１）：農耕社会に南下した狩猟採集民、月刊考古学ジャーナル、Ｎ０．３４１、
Ｐ．１４-２１、ニュー・サイエンス社

浪 岡 実 （ １ ９ ８ ７ ） ： 李 平 下 安 原 遺 跡 出 土 の 炭 化 米 及 び 炭 化 大 麦 に つ いて、 李 平 下 安 原
遺跡、Ｐ．４８１-４９２、青森県埋蔵文化財調査報告書第１１１集

松谷暁子（１９８６）：五庵Ｉ・ｎ遺跡出土の炭化種子について、五庵Ｉ遺跡発掘調査報
告書、Ｐ．・１３６-４３７、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書
第９７集

松山利夫（１９８６）：ナラ林帯の文化、季刊考古学、第１５号、Ｐ．４３-４７、雄山閣出版
５；・１１ｃａｇｕｃｈｉＹ．（１９８２）：Ｃｌｉｍａｔｉｃｖａｌ・ｉａｂｉｌｉｔｙｄｕｒｉｎｇｔｈｅ１１０１０ｃｅｎｅｅＰｏｃｈｉｎ
．ＪａＰａｎａｎｄｉｔｓｃａｕｓ１３１ｓ．Ｂｕ１１．ＤｅＦ、ｔ．Ｇｅｏｌｌｒ．ＵｎｉもＴｏｋｙ０、１４、Ｐ．１-２７

佐藤敏也（１９７２）：鑑定および分析結果、江刺家遺跡発掘調査報告書、Ｐ．２３６-２５７、岩
手 県 文 化 振 興 事 業 団 埋 蔵 文 化 財 調 査 報 告 書 第 ７ ０ 集

Ｖ．０．Ｓｈｕ１）ｉｒｌ（１９８５）：千島列島のアリュート人、サハリン州郷土博物館民族学研究、

第２冊、Ｐ．１４-２７

Ｖ。０．ＳｈｕｂｉｎａｎｄＶ．０．Ｓｈｕｂｉｎａ（１９８６）：ロシア人によるウルップ島開拓の歴史によせ
て （ 考 古 学 研 究 資 料 に よ る ） 、 ソ 連 邦 極 東 に お け る 考 古 学 研 究
の諸問題、Ｐ．１００-１０９、ウラジオストクソ連邦科学アカデミー
極 東 学 術 セ ン タ ー

上野秀一（１９９２）：北海道における天王山式系土器について一札幌市Ｋ１３５遺跡４丁目
地 点 出 土 資 料 を 中 心 に ー 、 加 藤 稔 先 生 還 暦 記 念 東 北 文 化 論 の
ための先史学歴史学論集、Ｐ．７６３-８０８

右代啓視・手塚薫（１９９２）：ウルップ島アリュートカ湾岸出土の遺物、１９９１年度
「北の歴史・文化交流研究事業」中間報告、ｐ．７９-９０、北海道開
拓 記 念 館



右代啓視（１９９１）：オホーツク文化の年代学的諸問題、北海道開拓記念館研究年報、
第１９号、Ｐ．２３-５２

朧亘ｕｓｈｅｖｉｃｈＺ．Ｖ・、ｖｏ５ｓｔｒｅｔｓｏｖＹｕ．ａｎｄｐｉａｋａｒｏｖａＥＡ．（１９９０）：沿海州における民族
植 物 学 的 遺 物 、 ２ ６ Ｐ ． 、 ソ 連 科 学 ア カ デ ミ ー 極 東 支 部 歴 史 ・ 考 古
・ 民 族 学 研 究 所

山田悟郎（１９９３）：北海道の遺跡から出土した植物遺体について一堅果類を中心とし
てー、古代文化、第４５巻第４号、Ｐ．１３-２２、財団法人古代学協会

山 田 悟 郎 ・ 椿 坂 恭 代 ・ 右 代 啓 視 （ 皿 三 ） ： 網 走 ニ ツ 岩 遺 跡 か ら 出 土 し た 栽 培 植 物 、
北海道開拓記念館調査報告、第３０号、ｐ．２７-３８

吉野正敏（１９８２）：
吉崎昌一（１９９２）：

歴 史 時 代 に お け る 日 本 の 古 気 候 、 気 象 、 ２ ６ 、 Ｐ ． １ １ - １ ５

古代雑穀の検出、考古学ジャーナル、Ｎ０．３５５、ｐ．２ -１４、

サ イ エ ン ス 社

１４３

Ｗ ａ
- ユ ー



Ｃｌｌｔ；ｕｒａｌｅｘｃｈａｎｇｅｂｅｔｗｅｅｎＨｏｋｋａｉｄｏｕａｎｄＦａｒＥＥ１１１１；ｅｍｏｆＲｕｓｓｉａ．

ＧｏｒｏＹａｍａｄａ｛｝｛ｉｓｔ（ｒｉｃａ１ＭｕｓｅｕｍｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ）

Ｓｉｎｃｅ１９９１，ｗｅｈａｖｅｂｅｅｎｃｏｎｄｕｔ１昭ｓｒｖｅｙａｔｓｅｖｅｒａｌ・『ｃｈａｅｏｌｏｇｉｃａｌｓｉｔｅｓｉｎＳｓｌｋｈａｌｉｎ，ｔｈｅ

Ｋｕｒｉｌｌｓｌａｎｄａｎｄ山ｅｌｏｗｅｒｒｅａｃｈｓｏｆｔｈｅＡｍｕｒＲｉｖｅｒ．ＴｈｅｓｅｓｕｒｖｅｙｓｗａｒｅｍａｄｅＰｏｓｓｉｂｌｅｂｙｔｈｅ
Ｒ̈ｅｓｌｅａｒｃｈｆ）ｒｏｊｅｌｃｔｏｆｔｈｅｈｉｓｔｏｔｉｃａｌｌａｎｄ❼ｔｕｌｒａｌｅｘｃｈａｎｇｌｅｏｆｔｈｌｅｎｏｒｔｈｌ̈ｂｉｌｔｗｌｅｅｎ／ｔｈｅＳａｋｌｈｉｌｌｉｎＲｅ-

ｇｉｏｎａｌＭｕｓｅｕｍ，ＫｈａｖａｌｏｖｓｋＲｅｇｉｏｎａ１Ｍｕｓｅｕｍ，ＦａｒＥａｓｔｅｒｎＤＭｓｉｏｎｏｆｔｈｅＲｕｓｓｉａｎＡｃａｄｅｍｙ

ｏｆＳｃｉｅｎｃｅ，Ｒｕｓｉａａｎｄｍｓｔｏｒｉｃａ１Ｎ／ｌｕｓｅｕｍｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ，Ｊａｐａｎ．

ｈ１１９９ＬＡ蛍箆逗ｏｌｏｇｉｃａｌｆｉｅｌｄｒｅｓｅａｒｃｈｗ１１Ｍ；ａｒｒｉｅｄｏｕｔｂｙＳａｋｈａｌｉｎ，Ｊａｐａｎｅａｓｅ，Ｕ．Ｓ．λａｎｄＪａ-

ｐａｌｉｅａＲ１１ｒｃｈａｅｏｌｏｇｉｓｔｓ，ｉｎｕｒｌｌＰｌｓｌａｎｄ．Ｔｈｅｓｉｔｅｉｓｌｏｃａｔｅｄｏｎｔｈｅｗｅ式ｃｏａｓｔｏｆＡｌｅｕｔｋａｂａｙａｌｏｎｇ

ｔｌｌｅＰａｃｉｆｉｃｃｏａｓｔｏｆＵｒｕＰｉｓｌａｎｄ，ＴｈｅｓｉｔｅｗａｓｏｃｃｕＰｉｅｄｂｙＡｌｅｕｔｓａｎｄＫｏｄｉａｋＥｓｋｉｍｏｓｗｈｏｈａｄ

ｂｅｅｎｌｒｅｋ）ｃａｔｅｄｂｙｔｈｅＲｕｓｓｉａｎりｘｍｅｔ` ｉｃａｎＣｏｍｌ）ａｙｉｎｔｈｅ１９ｔ１１（；ｅｎｔｕｔＵ）ｕｒｉｇｔｈｅ１９９１ｓｅａｓｏｎ，２

ｓｉｔｅａｒｅａｓｗｅｒｅｓｒｖｅｙｅｄ，ＰｒｏｖｉｓｏｎａｌｌｙｌｌａｍｅｄＡｌｅｕｔｋａＢａｙＡａｎｄＢ（Ｆｉｇ．２）．

ＴｈｅＡｌｅｌＪｔｋａＢａｙＡｃｏｌｋ（；ｔｉｏｎｉｓｍａｄｅｕＰｏｆ即ｔｔｅｒｙｓｈａｒｄｓａｎｄｌ仙ｉｃ献ｉｆａｃｔｓ．Ｔｈｅｓｅｌ）ｏｔｔｅｒｙ

ｓｈａｌ` ｄｓａｒｅｏｆｔｈｅＳｉｍｏｔｓｌｏｓａｗａ-ｔｙｐｅｗｈｉｃｈｉｓｃｈｒ（）ｎｏｌｏｇｉｃｄｙａｓｓｉｌｌｎｅｄｔｏｔｈｅｆｉｉｓｔｈａｌｆｏｆＥＰｉ-

Ｊｏｍｏｎｃｌｌｌｔ；ｕｒａｌｐｅｒｉｏｄ．

ｌｎｌ１９９２１，Ａｒｃｌｌａｅ４ｏｇｌｉｃｌａ１組ｄｌＲｈｎｏｌｏｇｉｌｃａｌｆｉｅｌｄｒｅｓ（・万ａｒｃｈ／ｗａｓｃｌ１１ｒｒｉｌｅｄｏｕｔｂｌｙＫｈｌｌｖｌｉｄｌｏｖｓｋＲｅｇ-

ｉｌｏｎａ１ＭｕｓｅｕｍｌｌａｎｄＨｉｌｉｔ（）ｒｉｃｌｄ／Ｍ４ｓｌｅｕｍｏｆＨｏｋｋｌａｉｌｄｏｉｎｌｔｈｅｌｏｗｅｒｒｅｌａｃｈｓｏｆｔｈｌｅＡｍｕｒｌｌｌｉｌｖｅｒ．

ＴｈｅｓｉｔｅｉｓｌｏｃａｔｅｄｏｎｔｈｅｓｏｕｔｈｃｏａｓｔｏｆｕｄｕｌｌａｋｅｉｎｔｈｅｌｏｗｅｒｒｅａｃｈｓｏｆＡｍｌＪｒ，ｎａｍｅｄＫａ１-

（；１１０ｍＩＩＩ．Ｗｅｅｘｑｌｖａｔｅｄｂｏｔｈａｐｉｔｄｗｅ１１綱１（ｋｌｔｉｎｇｔｏｖｏｓｎｅｓｅｎｏｖｋａｃｌｌｌｔ；ｕｒｅ（Ｂ£．２５０（）-２β（）ｏ）

ａｎｄａμｄｗｅＵｉｌｌｇｄａｔｉｎｇｔｏＵ血ｃｕｌｔｕｒｅ（Ｂ．Ｃ．１，０００-７００）ａｔｔｈｅＫａｌｃｈｏｍＩＩｌｓｉｔｅ．Ｔｈｉｓｓｉｔｅ

ｉｓｆｆｘ）ｍＮｅｏｌｉｔｈｉｃｐｅｒｉｏｄｔｏｌｒｏｎＰｅｒｉｏｄ．

１１；ｌｉｌｓｉｍｌ・ｏｒｔａｊｌｔｔｏｌｎｏｔｉｃｅｔｈｌａｔｌＳｕｓμ１ｌｔｙｐｌｅｊｕｌｄＥＰＩＪｏｍｌｏｎ万吋ｅ匹ｅｒｙｓｈａｒｄｌｓｃａｍ万ｅｆｆｘ）ｌｍｌａｎｄ

ＩＩｌａｙｅｒｓｏｆｔｈｅＫａｌｃｌｌｏｌｎＩＩｌ皿皿Ｔｋｙａｒｅｃｈｒｏｎ心）ｇ堆ｄｙａｓ４ｎｅｄｔｏｔｈｅＥＰｉ-ＪＰｍｏｎｌ）ｅｒｉｏｄｉｎ

ＪａＰａｎ．ｌｔｂｅｃｏｍｅｓｃｌｅａｒｔｈａｔＨ（）ｋｋａｉｄｏｉｓｒｅｌａｔｅｄｔｏｔｈｅＡｍｕｒｒｅｇｉｏｎａｔｔｈｌｌｔｔｉｍｅ．

ｌｃｏｎｓｉｄｅｒｓｔｈａｔｓｏｍｅｃｕｌｔｉｖａｔｅｄｐｌａｎｔｓｃａｍｅｆｒｏｍＦ１１ｒｅａｓｔｅｒｎｏｆＲｕｓｓｉａｔｏＨｏｋｋａｉｄｏｂｙｔｈｅ

Ｐｅｏｐｌｅｓ❼ｙｏｋｈｏｔｓｋ㎝ｌｔｕｒｅ，ｗｉｔｈａｎｏｔｈ！１ｒｌｌｆｌｉｆａｃｔｓ．ｌｎ１９９３，１ｃｏｕｌｄｒａｅａｒｃｈｆｏｒｃｌＪｌｔｉｖａｔｅｄＰｌａｎｔ

ａｉｎａｉｌｓｔｈｌｌａｔｌｗａｓｅｘｃａｖａｔｅｄｆｒｏｍ釦ｙｉｔｅｓｌｉｎｌＰｒｉｍｏｒｓｋｉｉ，Ｒｕｓｓｉ１Ｔｈｌｅｓｌ・ｉａａｌａｉｎ１１・１゙ ｅ／ｐｒ（ｉｓｌｅｒｖｅｄｉｎ

ｌｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆ１１１１；ｏｒｙ，ＡｒｃｈａｅｏｌｏｇｙａｎｄＥｔｈｊｌｏｇｒａｐｈｙｏｆｔｈｅＰｅｏＰｌｅｓｏｆＦａｒＩＥａｓｔ，ＦａｒｅａｓｔｅｎｌＤｉｖｉｓ-

ｉｏｎｏｆＲｕｓｓｉａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆｓｃｉｅｎｃｅｓ．

ｌｃｏｕｌｄｆｏｕｎｄｏｎｅｔｙｌ）ｅｊ九ｒｄｅｕｍｓＰ・，ｉｔｓｅｅｍｔｏｒｅｓｅｍｂｌｅｔｈａｔｗａｓｏｋｌｌｏｔｓｋｃｕｌｌ；ｕｒｅａｎｄＳａｔ-

ｓｍｏｎ万ｃｕ万１ｔｕｒｅｗｈｉｃｈｉｓｆｒ・邸ＪｌｅｎｔｌｌｙｙｉｅｌｄｅｄｉｎｌＮｏｌ咄｜飢ｄＥａｓｔｌＨ（）ｋｌｋｌｉｄｏ．

-１４４


